
リチウムイオン電池回収に関する情報交通事故発生件数（11月中）
発生件数：364件※
人身事故：39件（死者：1人、けが人：43人）
物損事故：325件

火災と救急件数（11月中）
火災件数：5件
救急件数：523件（交通：37件、急病：341件、その他：145件）
搬送人員：459人

※東松山警察署管内（東松山市、滑川町、川島町、吉見町）の件数

人口と世帯（12月1日現在）
人口：91,229人
　男：45,717人
　女：45,512人
出　生（11月中）：33人
死　亡（11月中）：65人
転入等（11月中）：328人
転出等（11月中）：279人
世帯数：44,254世帯
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埼玉県
こども動物自然公園

〒355-0065岩殿554　 35-123435-0248
開園時間等は をご確認ください。 埼玉県こども動物自然公園

今年は「午年」　～道産子の月
つ き

雨
さ め

～
　あけましておめでとうございます。今年は「午年」ですね。当園では、こどもたちに乗馬
体験を楽しんでもらうため、現在10頭のポニー（体高147cm以下のウマのこと）を飼育し
ています。園内での繁殖は行わず、性格がおだやかで、安心して乗ってもらえるポニーを
牧場などから迎えています。
　これまでも専門の業者さんの協力を得たり、スタッフが牧場に足を運んでウマを見極め
たりしながら、その時々にぴったりのウマを選んできました。10年ほど前には、北海道
の牧場へウマを選びに行く機会があり、私もその場に立ち会ったことがあります。
　その牧場では、裏山に放し飼いにされたウマたちが、グループでのびのび過ごしていま
した。広い自然の中を自由に動き回る姿はとても印象的で、たくましくしなやかな体は、
まるで野生馬のようでした。でも夕方になり自分たちで牧場へ戻ると、今度は人のそばで
驚くほどおだやかになり、普段から大切にされていることがよく分かりました。そんな自
然のたくましさと、家畜としての穏やかさの両方を持っていたのが、道産子の「月雨」でし
た。初めて会った時も私たちを怖がらず、静かに歩み寄ってきました。「このウマなら、こ
どもたちを安心して乗せられる」と感じ、月雨を迎えようと決めたのを覚えています。園
にやって来た月雨は、すぐにウマの群れの中心となり、乗馬体験でも頼もしく活躍してく
れました。　※現在、月雨は調整中のため乗馬をお休みしています。
　午年を機会に、ぜひ動物園のウマに会いに来てください。その時は、1頭ずつ様子をよー
く見ることをお勧めします。とても個性豊かな性格は、きっと身近な誰かに似ているかも
しれませんよ。お気に入りの1頭を見つけると乗馬もまた楽しくなるはずです。ただ、ウ
マもあなたを見ていることを忘れずに。陽気な彼らはとっても野次馬ですから。
� ※2月号は植物ZOO鑑です。
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動物園にやってきた日

牧場で初めての対面

放牧中のウマたち（北海道）

月雨

リチウムイオン電池　窓口回収件数
令和7年8月～11月末　　171点 　

モバイルバッテリーなどのリチウムイオ
ン電池を市役所廃棄物対策
課と各市民活動センターの
窓口でも回収しています。
　適切な出し方はこちら▶ 市

この広報紙にあなたが写っていましたら広報広聴課へご連絡ください。写真や写真データを差し上げます。

市民の森を満喫市民の森を満喫

　11月16日（日）、市民の森で自然ふれあいウォーキ
ング～市民の森であそぼう!～が開催されました。
　参加者は、森を散策しながらネイチャーゲームやク
イズ、薪割り、森のクラフト体験などでスタンプラリー
を楽しみ、秋の美しい市民の森を満喫しました。

スマイルウォーキングスマイルウォーキング
　11月19日（水）、第4回ス
マイルウォーキングを行い
ました。このイベントは介
護予防を目的にサポーター
と共にゆっくり歩くイベン
トです。けが予防として準
備運動をした後、松山市民
活動センターから五領沼公
園周辺までの約5キロメー
トルを歩きました。
　参加者は「晴れていて気
持ちいい」「また参加した
い」と笑顔で話していまし
た。

東松山の魅力再発見！産業祭東松山の魅力再発見！産業祭✨✨
　11月22
日（土）、松
山市民活動
センターで
第2回東松
山産業祭を
開催しまし
た。商工業
ブース・農業ブース・グルメブース
などがあり、会場内は大盛況でし
た。ワークショップにチャレンジし
たり、おいしいグルメを堪能したり、
こどもから大人までたくさんの笑顔
が見られ、東松山の魅力を再発見で
きた1日になりました。

　　　たくさん磨いた、まがたま首飾り

　11月14日（金）、化石と自然の体験館で「県民の日
スペシャルプログラム～まがたまの首飾りをつくろう
～」が開催されました。体験館で産出する緑色凝灰岩
（火山灰が固まった緑色の岩）で「まがたま」を作り首飾
りにしました。表面のザラザラした傷を時間をかけて
耐水ペーパーで繰り返し磨いた「まがたま」は輝いてい
て、参加者はとても満足そう
でした。

　今回は、市弓道場の増床改装
を記念して10月19日（日）に開
催された市民総合体育大会「弓
道の部」を運営された市弓道連
盟会長を務める教士六段の那
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さんにお話を伺いました。
　弓道連盟は平成10年4月に発
足し、20歳代から80歳代まで

の約70人で活動しています。
　会長の那須さんは、若い頃に水泳競技の経験が
ありますが、以前から武道に憧れがあり、36歳
で弓道を始め、その年初段に合格、その後も鍛錬
を重ねて昇段を続け、80歳の現在も力強く、美
しく弓を引いています。
　弓道のすばらしさを伺うと「生涯スポーツとし
て最適であるということです。弓道は28ｍ先の
直径36㎝の的に矢を当てるテクニックを競う武
道です。精神的な安定感が大事ですから、矢を的
まで飛ばすには、弓の強さも個人の体力に合わせ
ますので80歳を過ぎても現役でいられます。ま
た、老若男女関係なく競い合えますし、より上位
の段位・称号を目指すことも励みになります。長
い坂を上り続ける感じで、挑戦し続けるものがあ

りますね」と話してくれました。
　弓道は「真・善・美」を指標に掲げています。真
は理にかなった射、善は周囲と調和のとれた所作、
美は姿勢・動作の美しさです。的中を追求するこ
とだけではなく、入場から退場まで周囲と息を合
わせ、礼に則した小さな動作を美しくと念じなが
ら行うことで自然に姿勢もよくなるそうです。さ
らに、現代人が日常生活では教えてもらえない礼
儀が身に付き、精神の安定も図られることにあり
がたさも感じているそうです。
　今でも理想の射を追求して稽古を重ねる那須さ
んは、七段の審査に挑戦し続けています。今後の

目標は「会長として、
会員の質的向上を図る
ことです。環境が整い、
毎年開催の初心者教室
で会員数も増えてきま
した。現在は弐段、参
段の会員が中心です
が、四段、五段が中心

の連盟にしていきたいです」とのことです。
　これからも弓道で人生を豊かにお過ごしくださ
い。

スポーツスポーツスポーツじょえ ょょょょょじじええ ん い 東松山市弓道連盟 　

那須充良さん

矢渡しの射手 那須さん
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https://www.parks.or.jp/sczoo/
https://www.city.higashimatsuyama.lg.jp/site/gomi-recycle/1273.html
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